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この審査要領は、岩手県（以下「県」という。）が実施する東京インターナショナル・ギフト・シ

ョー出展支援企画運営業務（以下「本業務」という。）に係る受託候補者を選定するために行う企画提

案の審査について、必要な事項を定めるものである。 

 

１ 審査機関 

(1) 本業務に係る企画提案の審査は、企画提案選考委員会（以下「委員会」という。）において 

実施するものとする。 

(2)  委員会は、企画コンペ参加者（以下「参加者」という。）から提出された企画提案書等につい 

て、以下に基づき、審査を行うものとする。 

 

２ 審査項目、審査観点及び配点 

審査項目 審査観点 配点 

(1)目的適合性、業務理 

解度・取組意欲 

 事業目的に合致し、仕様書の内容に沿った具体的

かつ実現性の高い提案となっているか。 

10 20 

業務趣旨を理解し、その実現に資する推進方針や

創意工夫等が盛り込まれているか。 

10 

(2) 東京ギフト・ショー 

 出展支援に対する提案 

 岩手県のイメージアップに繋がる、東京ギフト・

ショー出展に相応しい展示コンセプトを設定し、そ

れに基づいた来場者に対して訴求力、伝達力のある

ブース提案であるか。 

15 30 

出展事業者の集客や商談成立に向けたスキルの

向上、出展の具体的イメージの共有が図られるセミ

ナー内容となっているか。 

10 

 岩手県ブースの設営、撤去、展示品の管理方法は

適切か。 

５ 

(3) 事業の広報  より多くの事業者が参加し、利用促進に繋がるよ

うな、わかりやすく効果的な広報手法となっている

か。 

10 10 

(4) 問合せ対応 事業者や利用者等からの問合せに対して的確か

つ迅速に対応できる体制が確保されているか。 

10 10 

(5) 見積書 積算単価や数量が妥当なものであり、提案業務内

容と整合性はとれているか。 

10 10 

(6) 事業効果を高める 

ための方策(自由提案) 

仕様書の項目で実施する事業の効果をさらに高

めるための独自の提案があり、その内容が効果的か

つ実現可能性はあるか。 

10 10 

 (7) 業務遂行能力 本業務の実施に当たり、必要な知識と経験を有す

る担当者が適切に配置され、提案内容を確実かつ効

果的・効率的に履行できる組織体制であるか。 

10 10 

合計 100  
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３ 審査方法 

(1) 審査は、発注者による委員会において、参加申込者から提出された企画提案書等の内容に係る 

プレゼンテーション及び質疑応答を実施し、２の審査項目及び配点により評価を行う。 

(2) (1)の評点の合計に基づき、委員ごとに上位３位まで順位点（１位－５点、２位－３点、３位 

－１点）を付し、それを委員会で合計した総得点により順位をつけて、最高位の１者を県に報告 

する。 なお、総得点が同点の場合には、高い順位の票を多く得た者を上位者とし、高い順位の票 

が同数の場合には、委員会において合議の上、総合順位を決定するものとする。 

(3) 参加者が１者のみであった場合にも、委員会において企画提案書等及びプレゼンテーションに 

基づく審査を実施し、本業務を実施するにふさわしいか否かを評価し、その旨を県に報告するも 

のとする。 

(4) 選定委員会による審査終了後、各参加申込者に対し選定結果を通知する。なお、審査経過に関 

する質問には回答しない。 


